
大阪医科大学附属病院 （平成 30 年 1 月 29 日）
平均在院日数 33.5 日 

（平成 29 年 12 月 31 日時点）

積極的な取り組みなど

 ● リエゾン精神医療が積極的に行われていた。

 ● 患者から 「ゆっくり話を聞いてもらえる」 「この

病院は数値だけでなく、 他の事もいろいろ聞いて

薬を決めてくれる。親との事情も配慮してくれる」

等の声があった。

 ● 入退院支援室在中の PSW2 名が主にこの病

棟を担当していた。 場合によってさらに 2 名の

MSWが関わることもある。

前回の訪問（平成２５年１１月）から 
改善されていた点、未改善点等

 ● 前回訪問時、 病室前から、 病室内のベッドに

拘束帯が付いているのが見えたことについて、

今回は、 そのようなベッドは見られなかった。

 ● 今回も診察室はなく、 診察は、 患者の状態に

合わせて、 ベッドサイド ・ デイルーム ・ 面会室等

を使うとのことだった。

 ● 前回訪問時、 閉鎖病棟では、 ベッド毎の間を

仕切るカーテンは、 左右にあるのみで足元には

なく、 ベッド全体を囲うものではなかった。 今回

は、 足元にもカーテンが設置されていた。

病院全体

病院全体で 882 床あり、うち精神科が 60 床だっ

た。精神科病棟数は 1 病棟であるが、開放病棟部

分と閉鎖病棟部分が扉で分けられていた。施錠さ

れていない扉を入ると、まず開放病棟 20 床があ

り、奥の施錠された扉を入ると閉鎖病棟 40 床が

あった。開放病棟 17 床・閉鎖病棟 3 床の合計 20

床が休床中だった。

順次病棟の建て替えを行っていく予定があり、

精神科のある建物は2027年に完成予定とのこと。

そのため、ハード面の大きな改修等は予定してい

ないとのことだった。

身体合併症の場合同じ病院内の他科から受け入

れることもあるとのこと。身体合併症治療や電気

けいれん療法（ECT）のために、他病院から転院

してきた患者もいるそうだ。

看護師は女性が多く、体力的に対応が難しいの

で男性患者をあまり受け入れておらず、女性の入

院患者が多いとのことだった。

■ 意見箱
意見箱は、正面玄関や病棟内のデイルームに設

置されていた。投書は、週 1 回サービス課の担当

者が回収し、該当する病棟に振り分け、検討し、

回答を掲示するとのことだった。

■ 金銭管理
ベッド横の床頭台には鍵付きロッカーがあっ

た。病院に預ける場合、管理費は無料。病棟入口

付近に事務所があり、そこで出金する。

■ 診察・薬
担当医は、指導医 1名・その他医師 1名・研修

医 1 名の 3 名体制だった。患者から「主治医と研

修医の合計 3 人で担当してくれるので、誰かには

話ができる」との声があった。薬は職員が病室を

回って配薬する。3 割が自己管理しているとのこと

だった。
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■ 電話・面会
公衆電話は、詰所から離れたデイルームの奥に

設置され、囲いがあり椅子が置かれていた。携帯

電話は詰所に預ける。詰所前でメールやラインの

チェックはできるが、返信も含めて送信はできな

い。

面会時間は 13：00-20:00。面会室は閉鎖病棟

内に 1 つあり、希望があれば使用できるが、主に

デイルームや院内の喫茶店などで行われているこ

とが多い。

■ 入浴・洗濯
入浴は 9：00-16：00 に週 4 回。洗濯機と乾燥

機があり、使用料は無料だった。使用可能時間は

8：00-16：00。

■ 外出・売店
院内にコンビニがあり、営業時間は 7：00-22：

00。閉鎖処遇の患者は、火・金曜日の 13:00-

16:00に看護師や研修医が同伴でコンビニに行く。

カロリー等の制限がある患者もいるため、同伴者

が確認しながら買物をしてもらっているとのこと

だった。訪問時は、7 割の患者が同伴外出中との

ことだった。患者 2 ～ 3 名ずつで外出するので、

看護師は何往復もしているとのことだった。

■ リエゾン精神医療
1日に5～10件、他科からの依頼で診察をする。

他の病棟からの協力依頼があれば、すぐに医師を

割り当て、また、精神科の垣根を低くするために、

積極的に院内勉強会に出席して連携を図っている

とのことだった。

■ 退院支援等
9 割の入院患者に担当 PSW が付いており、PSW

が付いていない患者は、患者本人の力で退院可能

なため、不要と判断したという説明だった。患者

の退院先は約 7 割が自宅・2 割が転院・1 割が施

設とのことだった。

医療保護入院者退院支援委員会の退院後生活

環境相談員は PSW。短期間の入院がほとんどのた

め、平成 29 年にこの委員会を開催した患者は 2

名のみで、本人や家族にも同席してもらい開催し

たとのことだった。

病棟の様子

閉鎖病棟　男女　特定機能病院10：1　40床

デイルームは広く、テーブルが 9 台と左右に長

椅子、テレビが 1 台置かれていた。面会中の患者

や看護師と話している患者、入浴後に髪を乾かし

てもらっている患者もいた。

給茶機は置かれていなかったが、設置を検討し

ているとのことだった。掲示板には「茨木市障害

者地域自立支援協議会」と「地域移行（退院・

退所サポート）のご案内」のポスターが貼られて

いた。詰所前には月水金曜日の昼夕食の選択メ

ニューが掲示されていた。

■ 病室
3・6 床部屋があった。入口ドアは、大きく開け

放たれていたが、ベッド周りのカーテンが閉められ

ており、中の様子は見えない。病室の入口に患者

名の表示はなく、ベッド横に書かれていた。

■ 隔離室
詰所内に 2 室。集音マイクとモニターカメラが

あった。患者の入室時に、モニターカメラがある

がプライバシーに配慮しているとの説明をし、同意

のサインをもらっている。患者が説明を受けられな

い状態の場合、家族に説明し、同意のサインをも

らうとのことだった。

■ 患者の声　
「診察はデイルームか病室でする」「生活保護を

受けていて、入院が 1 ヶ月以上になると困るので、

ケースワーカーに相談している」「友達がお見舞

いに来てくれた時は、病院内のコンビニかドトール

コーヒーに行く。ドトールコーヒーがあって嬉しい」

「デイルームに居ると誰かとお喋りが出来るので

嬉しい」「担当医は日曜出勤や夜勤の時、様子を

見に来てくれる事もある」「入浴は週3回している。

外出は週 2 回院内のコンビニまで看護師と行く。

お金は預けていて出金は 400 円の時と 500 円の時

がある。ロッカーの鍵は自分で持っている」「今日
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退院する」「看護師は優しい。薬は部屋に持ってき

てくれる」「○病院に 10 年、△病院に 10 年入院し

ていた。ここの食事は美味しい」

開放病棟　男女　特定機能病院10：1　20床　

個室が 3 室あり、現在はこの 3 室のみ使用して

いる。認知症の検査入院の場合に使用するとのこ

とだった。本人が希望する場合や検査入院の場合

は室料差額料金が発生し、6,480 円／日かかる。

室内には洗面台・床頭台・テレビ・椅子があった。

検討していただきたい事項

■ 意見箱の回答について
訪問時、意見箱の回答は掲示されていなかっ

た。職員からは「最近、投書そのものがない。意

見箱の回答は病院全体の規定として掲示されてか

ら 2 週間で取り外すとなっているので、投書がな

い場合ずっと掲載がない状態になる」との説明を

受けた。（病院：掲示されてから 2 週間で取り外す

ことは、院内の規定に則って行っており、当科の

判断で行っているものではありません。しかし、再

考する必要性はあると思われますので、当該部署

に報告させていただき、検討させて頂きたい。）

精神保健福祉資料より（平成28.6.30時点） 

39名の入院者のうち、気分障害が19名(49%)、統合失調

症群が12名(31%)、認知症など症状性を含む器質性精神

障害が3名(8%)。入院形態は任意入院27名(69%)､医療保

護入院12名(31%）｡在院期間は1年未満が39名（100%）｡
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お問い合せ
　認定NPO法人大阪精神医療人権センター

                          〒530-0047　大阪市北区西天満 5-9-5　谷山ビル 9F               
℡0 6 - 6 3 1 3 - 0 0 5 6  FAX    0 6 - 6 3 1 3 - 0 0 5 8 メール ad v o c a c y @ p e a r l . o c n . n e . j p

電話・面会相談では相談者の方からお金を頂いておらず、
訪問活動（療養環境サポーター制度）でも大阪府等から委
託費用の支払はありません。特に面会活動の拡充のために
は、交通費（１回 2,000 円～ 4,000 円／２名分）や複数の事
務局スタッフの人件費（年間約 500 万円）が必要となります。

私たちの財政的基盤の中心は「会費」や「寄付」とな
ります。活動を維持し、充実させるためには、皆様か
らの支援が必要となります。

入会やご寄付のおねがい

ご寄付もいつでも受付けています。会費・寄付の申込と支払方法

寄付金 1 万円の時 寄付金 5 万円の時
所得税額 -3,200円 所得税額 -19,200円

実質負担

6,800円
実質負担

30,800円
＊大阪府（堺市を除く。）に在住
    の方は、地方税分も控除されます。

＊確定申告は最寄りの税務署に
    ご相談ください。

税額控除とは？

　
ご寄付をして

いただいた場合、
確定申告によって

『税額控除』を受ける
ことができます。

＊控除には限度額があり、実際の
　税額はケースにより異なります。

寄付特典

人権センターニュースは、「声をきく」ことを重要な価値観とする私たちだから
こそ発信できる情報が盛りだくさんです。また、病院訪問報告書も毎号２病院
掲載しており、大阪府内の病院の療養環境の改善状況等をしることができます。
当事者・家族の皆様だけでなく、精神科病院に勤務する皆様や地域精神医療保
健福祉にかかわる皆様にも必見です。

人権センターニュースの送付　　　２か月に１回    年間 6 冊

精神医療及び精神保健福祉にかかわ
る最新ニュースや私たちの講演会・
セミナー情報等をいち早くお知らせ
します。

メルマガ配信 １か月に１回から２回

面会活動だけでなく、講演会の企画・
運営や広報誌・SNS による情報発信
のサポート等いろいろな形で参加で
きます。

活動参加のための情報提供

※面会活動は養成講座の受講が条件となります。

　　　　　＆寄付

会員種別
年会費

障害者

個  人

団  体

1,000 円
3,000 円
5,000 円

賛助会員
会員特典

最新報告　人権センターニュース毎号 2病院掲載中療養環境サポーター

入会・寄付は WEBでも手続きできます。

こちらより申込書をダウンロードできます

口座番号　００９６０－３－２７１５２
加入者名　NPO大阪精神医療人権センター

三井住友銀行　南森町支店　普通１４８５８０５

郵便払込

銀行振込

講演会会場・事務所にて現  金

クレジットカード ウェブサイトのみ

https://www.psy-jinken-osaka.org/media/
https://www.psy-jinken-osaka.org/



